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　成年後見制度は、認知症や知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が十分でない
方のお金の管理や、日常生活のさまざまな契約などを支援することを目的とした制度です。
　この成年後見制度には次の２つの制度があります。

もっと身近に 成年後見制度もっと身近に 成年後見制度
問合先　地域包括支援センター（役場福祉保健課内）　☎６２-１１１８

  1　 法定後見制度　～すでに支援が必要な方のために～
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【法定後見の開始までの流れ（概略）】

　家庭裁判所で選任された成年後見人など（成年後見人・保佐人・補助人）が、本人に代わって
介護・福祉サービスの利用手続きや、医療・福祉施設への入退所手続き、費用の支払いなどの
契約行為、預貯金や不動産などの財産管理を行い、本人をサポート・保護する制度です。
　この制度では、本人の判断能力に応じて「後見」、「保佐」、「補助」の３つの支援内容に分かれます。

家庭裁判所へ申立書などの
書類を提出します。申立てが
できるのは、本人や配偶者、
４親等内の親族です。
※�身寄りが無い場合などは、市
町村長が申立てをすることが
できます。

申立て
（ステップ①）

家庭裁判所の調査官が財産
や生活の様子などを本人や関
係者に聞き取りをします。
※�必要に応じて判断能力の鑑定
を医師に依頼します。

調査・鑑定
（ステップ②）

本人にとってどのような支援
が必要なのかを考慮し、家
族や法律・福祉の専門家な
どから適任者（成年後見人な
ど）が選ばれ、法定後見が
開始されます。

審判・選任
（ステップ③）

支援選任・チェック

裁判所

家庭裁判所 本人成年後見人／保佐人／補助人

最寄りの家庭裁判所
●津家庭裁判所伊勢支部　☎２８-３１３５　伊勢市岡本町１-２-６
●津家庭裁判所　☎０５９-２２６-４７１０　津市中央３-１
※�申立てに必要な書類や費用などについては、裁判所にお問い合わせください。



   

平成 23 年  第２回 度会町議会臨時会を開催
　平成２３年第２回度会町議会臨時会が、去る５月９日に招集、
会期１日で開催され、工事請負契約の締結について審議し、原案
どおり可決・承認されました。

　可決された議案　　工事請負契約の締結について
●契約の目的� 発電用施設周辺地域振興事業費補助金事業
� � 度会町立棚橋保育所耐震改築工事
●契約の方法� 指名競争入札
●契約金額� �174,930,000 円
� � （うち消費税および地方消費税 8,330,000 円）
●契約の相手方�伊勢市一之木 3丁目 20番 32号　
� � 吉川建設㈱　代表取締役　吉川松喜

町長・町議会議員選挙
～この１票 あなたが築く　度会町～

6 月 12日（日）
午前 7時～午後 6時

期日前投票（不在者投票）をご利用
ください。
●期日前投票ができる期間
　6 月 8 日（水）～11日（土）
　午前 8 時 30 分 ～ 午後 8 時
●投票場所
　役場 3 階 第 7 会議室
●問合先
　町選挙管理委員会　☎ 62-1111

投票日
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【任意後見契約から支援開始までの流れ（概略）】

　本人に十分な判断能力があるうちに、将来、判断能力が不十分な状態になった場合に備えて、
あらかじめ信頼できる人物（任意後見人）に、自分の生活や財産の管理などに関する事務につい
て代理権を与える契約（任意後見契約）を結んでおく制度です。

任意後見人になってくれる人
と、判断能力が不十分になっ
た時に何をしてもらいたいか
を話し合います。

契約の準備
（ステップ①）

話し合った内容を基に公証
人に公正証書を作成してもら
い、任意後見契約を結んで
おきます。

任意後見契約
（ステップ②）

本人の判断能力が不十分に
なった時、任意後見人が家
庭裁判所に監督人選任の申
立てを行います。任意後見
監督人が選任されると、契約
の効力が生じ、任意後見人
が支援を開始します。

支援の開始
（ステップ③）

将来
支援選任 チェック

裁判所

裁判所 本人任意後見人任意後見監督人支援予定者本人

公証人

契約

任意後見契約
公正証書

任意後見契約
公正証書

最寄りの公証役場
●伊勢公証役場　☎２８-６５０６　伊勢市岩渕２-５-１
※�公正証書の作成に必要な費用などについては、公証役場にお問い合わせください。

  2　 任意後見制度　～将来に備えたい方のために～

※��「成年後見制度」について、
　次回は11月号でのお知
　らせを予定しています。
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　蛇口をひねるだけで当たり前のように出る水。
　水は限りある貴重な資源です。快適な暮らしを
守るためにも、毎日の生活で上手に節水しましょう。

　家庭でできる節水のポイント

　漏水していませんか？
　水道をそれほど使用した覚えがないのに、前月に
比べて急に水道料金が上がったときは、漏水の可能
性があります。
　各家庭でも月に１度は漏水の点検をしましょう。

（図１）メーターボックス （図２）水道メーター

お風呂での節水
　残り湯を洗濯、洗車、植木
の散水などに利用しましょう。
　沸かし過ぎやシャワーの使
い過ぎは要注意。
※�残り湯の半分
を再利用する
と約 90ℓの
節水です。

洗面での節水
　歯磨きや洗顔のときは、こまめに蛇口を閉めましょう。
　歯磨きでは口をすすぐときにコップ
を使う、洗面は洗面器を使うことで節
水になります。
※�水を流しっぱなしの歯磨きでは、30秒で約
6ℓの水を使いますが、コップ 3杯の水では
0.6ℓで済みます。

台所での節水
　水道の流しっぱなしをして
いませんか。
　食器洗いで 5 分間流したら
60ℓの水が流れます。
※�野 菜 や 食 器
は“ため洗い”
で 約 90ℓの
節水です。

洗車での節水
バケツの水で洗いましょう。

　バケツ洗いなら 3 ～ 4 杯で済
む洗車も、流しっ
ぱなしのホース洗
いでは 24 杯以上
の水が必要です。

洗濯での節水
　洗濯の洗剤は適量を使い、
2 槽式洗濯機の場合は“泡切
り脱水”をして“ためすすぎ”
としましょう。
※�お風呂の残り
湯を再利用す
ると、冷たい
水より洗浄力
が上がります。

節水
の
習慣

節水
の
習慣

～上手に使って大切な水～
問合先　役場生活環境課　☎６２-２４１５

①�宅内の蛇口をすべて閉じ、水が出ていない
ことを確認。

②�自宅に設置されているメーターボックス
（図１）を開け、水道メーター（図２）の
蓋
ふた
を開けます。

③�水道メーターのパイロット部分（メーター器
の左下にある星マーク）（図２）に注目します。

④�パイロットが回っていれば漏水の可能性があ
ります。
※�漏水の状況によりとてもゆっくり回ることが
あります。２～５分くらいは目をそらさない
でください。
漏水を発見したらすぐに『度会町指定給水装
置工事事業者』に連絡して修理しましょう！

漏水の点検方法



　地域交流センター図書室は、誰でも利用できます。
ぜひ一度お越しください。

▼貸��出��日　毎週土曜日午後1時～5時

▼開館時間　午前 8時30 分～午後5時

▼休��館��日　日曜・祝日

▼問��合��先　町地域交流センター　☎ 63-0070

お薦めの一冊 BOOK図書室だより「どうぞのいす」       
香山美子／作　柿本幸造／絵

　うさぎさんの作ったいすに次々と動物たちが
やってきます。親切、思いやりが次の動物に伝
わっていく。とても温かく優しい気持ちになれ
る１冊です。
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水道メーターの
検針にご協力を

　水道メーターの検針は１か月に１回、検
針員が各家庭を訪問し行います。
　検針では使用水量を計測するだけでなく、
漏水を発見することもできます。
　検針にご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　クロスコネクションとは
　クロスコネクションとは、「水道の配水管」と「井戸水や山水な
ど水道以外の管」が連結・接続されている状態のことをいいます。
　バルブを設置し、必要に応じて水道水と井戸水などを切り替え
て使用している場合もクロスコネクションになります。

なぜ禁止されているの？
　クロスコネクションになっていると、バルブの故障や操作不良、閉め忘れなどにより、井
戸水などが水道本管に逆流することがあります。
　この逆流した井戸水などが汚染されていた場合、飲用に適さない危険な水を飲んでしま
うばかりでなく、最悪の場合、伝染病などを広範囲に引き起こしてしまうことになります。
　クロスコネクションは水道法により固く禁止されています。
　万一クロスコネクションの疑いがある場合は、至急お知らせください。

ルールを守って使用しましょう
　クロスコネクションになっている場合は、度会町指定給水装置工事事業者に連絡し、速
やかに水道の給水管から井戸水などの管を切り離してください（費用は使用者負担）。
　毎月の使用水量を確認し、クロスコネクションの疑いのある家庭には、町職員が訪問す
ることがあります。
　また、クロスコネクションになっていることが判明し、すぐに改善されない場合は、水道
法に基づき給水を停止することになります。
　安心・安全な水道水の供給を確保するために、一人ひとりがルールを守って使用しましょう。

●�メーターボックスの上に車をとめたり、物を置か
ないでください。

●�メーターボックス内に水や泥が入らないようにし
てください。

●��犬はメーターボックスから離れた場所につないで
ください。

検針時のお願い

　クロスコネクションは法律で禁止されています！



区　分 町　外 町　内

入
場
料

当日券

大　人 800円 /回 800円 /回
中学生 500円 /回 200円 /回

小学生 500円 /回
平　日 無　料

土曜・日曜・祝日�
8/11・12・15・16・17 200 円 / 回

乳幼児（就学前）300円 /回 300円 /回

小学生
低学年の付添 800円 /回

平　日 無　料�
（保護者1名のみ）

土曜・日曜・祝日�
8/11・12・15・16・17

200 円 / 回�
（保護者1名のみ）

回数券�
(11回券）

乳幼児 3,000 円 3,000 円
小中学生 5,000 円 ー
一般（大人） 8,000 円 8,000 円

ロッカー使用料 200 円 / 回

　問合先��遊水プ―ル鏡　☎ 63-0005
�　�または　�役場産業振興課　☎ 62-2416
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遊水プール鏡　6月26日（日）オープン！遊水プール鏡　6月26日（日）オープン！
　宮リバー度会パーク内の『遊水プール鏡』が、
6月26日（日）から9月4日（日）まで営業します。
　6種類のスライダーやプールを備えた本格的
レジャープール『遊水プール鏡』で楽しく遊びま
せんか。
※�悪天候または水温などが基準に達しない場合は、期間内
であっても営業できない場合があります。

6月26日（日）・7月2日（土）・3日（日）・
9日（土）・10日（日）・16日（土）・17日（日）・
18日（祝）・7月21日（木）～ 8月29日（月）・
9月3日（土）・9月4日（日）

午前 9 時 30 分～午後 4 時
※�町内の小学生は在学証明書、中学生は
学生証を入場時に提示してください。
※�小学生低学年（１～３年生）の児童は、
付添（大人）が必要です。

営業時間

営業日
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■ 遊水プール鏡　料金表
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南伊勢高校 度会校舎通信 Vol.
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図書館開放予定日

各クラブの活躍！

　４月２８日、春季遠足が全学年で行われました。今年も校舎間交流として、１年生は
南勢校舎と合同で『御殿場海岸』へ、２年生も同じく合同で今年オープンしたばかりの
『リニア・鉄道館』へ、３年生は度会校舎単独で『長島スパーランド』へ行きました。

1
２

3

春の遠足　　　
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4
○ ○ ×� ×

5 6 7 8 9 10 11
× ○� ○ ×� ○ × ×
12 13 14 15 16 17 18
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
19 20 21 22 23 24 25
× ○ ○ × ○ ○ ×
26 27 28 29 30
× ○ ○ ○ ○

６月カレンダー

�顧�問　シーズンインの試合にしては皆よく頑張り、5月
末のインターハイ予選に向けて楽しみになってきました。
結果が出た人も出なかった人も原因をしっかり分析して、
今シーズンの各自の目標を達成してほしいものです。

�顧�問　4月下旬に行われた「東海総体県予選大会個人戦」
では、男子7ペア、女子2ペアが出場しました。男子は
273 ペアが出場の中、西山・曽野ペアが 4回戦進出（ベ
スト64）を果たしました。ただ、ベスト32の壁は厚く
敗退しましたが、次戦につながる戦いぶりを見せてくれま
した。女子は2ペアがともに2回戦進出という結果でした。
どのペアも、公式戦という緊張した中で精一杯頑張って
いました。団体戦は、男子はベスト4の近大高専に0-3、
女子もベスト8の高田高校に0-3で完敗しましたが、こ
の雰囲気を経験できたことは次の大会（5月末の県総体）
への足がかりとなりました。県総体をもって3年生は引退
しますが、それまでの残された短い期間、悔いの残らな
いよう練習に励んでいきます。これからも応援をよろしく
お願いします。

�3年�奥村つかさ　国体一次予選に優勝でき、とてもうれしかったです。記
録は良くなかったのですが、課題を見つけることができ、そういう意味では
良い試合でした。これからは夏のインターハイでも優勝できるように、一段
と気合を入れて頑張っていきたいです。また、今年は誰にも負けない強い選
手になりたいと思っています。そのためには、普段の生活態度にもこれまで
以上に気をつけ、生活面でも一流の選手になっていきたいと思っています。

�3年�西山浩平　4月24日に東海総体県予選の個人戦がありました。これ
までの大会では緊張しすぎて全く動けなかったのですが、1試合目はリ
ラックスして試合に挑め、練習どおりスムーズに攻めることができ、勝つこ
とができました。2試合目は、1試合目の相手よりも強いことが分かって
いたので、とても緊張し、正直なところ負けるだろうと思っていました。しか
し、相手も緊張していたようで、お互いミスが多くなりましたが、後半戦の
前には自分に気合を入れ、モチベーション
を高めて緊張をほぐし、最後まで攻め勝
つことができたのでとてもうれしかった
です。3試合目は、相手がとても強く惨敗
しました。今回の大会では、自己ベストの
ベスト64まで勝ち上がることができたの
で、自分がこの3年間でとても成長できた
ことを実感し、良い思い出となりました。

　１年生の遠足は、津市の
御殿場海岸へ行きました。
御殿場海岸では、潮干狩り・
バーベキューと２校舎合同
レクリエーションとしてつ

な引きをする予定でしたが、潮が
満ちてしまい、つな引きをすることができませんでした。潮干
狩りは水が冷たく、貝もなかなか見つかりませんでしたが、みん
な楽しそうにしていました。バーベキューもみんなで楽しくお
いしく作れました。また機会があれば、南勢校舎の人たちともっ
と交流が深められれば良いと思いました。（１年�吉岡和純）

度会校舎図書館は、次の日程
で地域の皆さんに開放してい
ます。
○ 午前 9 時～午後 5 時開放
× 地域開放日ではありません
・��開放日は会議などで変更す
ることがありますので、ご了
承ください。
・�Booklog で新着本情報をお
知らせしています。
　�http://booklog.jp/users/
　　watarailib

陸上
競技部

ソフト
テニス部

国体第一次選考競技会
男子少年砲丸投� 〈6 位〉� 栗原幸樹�（2年）11m40
男子高 1 砲丸投� 〈2位〉� 村上　輝�（1年）12m90
� 〈3位〉� 袖野佑吏�（1年）12m60

男子少年円盤投� 〈2位〉� 坂本大樹� （2年）41m56
女子砲丸投� 〈7位〉� 清水香苗江�（3 年）11m26
女子円盤投� 〈2位〉� 奥村つかさ�（3 年）37m21
女子やり投� 〈優勝〉� 奥村つかさ�（3 年）43m81

　２年生の遠足でリニア鉄道館に行きました。南勢校舎との交流
もあり、仲良くなる機会ができて良かったです。あまり電車には
興味がなかったのですが、リニア鉄道館に行って電車に触れるこ
とで知らなかったことまで分かりました。あまり話したことがな
かった人とも話せて、とても楽しく過ごせました。（２年�田畑諒）

　３年生は長島スパーランドに行きました。遊園地の醍醐味と
いえば、乗り物。遊園地の広い駐車場に入ると、誰もが９７メート
ルもの高さを誇る超高速ジェットコースターに目を奪われまし
た。歓声と悲鳴で車内はヒートアップし、さまざまな表情が見ら
れました。この日ばかりは受験生という重荷から解放され、心身
ともに自由を満喫できました。友だちとも良い思い出作りがで
きて楽しかったです。（３年�實松藍海）



わたらいClose UpわたらいClose Up
新緑のさわやかな風の中　新茶摘み体験

心をコメて　度会小５年生が田植え体験

広報わたらい（2011年 6月号） 8

　去る5月 6日、度会小学校 3 年生の児童 84人と、
南伊勢高校度会校舎 1 年生の生徒 62 人が、合同
で新茶摘み体験をしました。
　この体験は、子どもたちに地域への関心や誇りを
持ってもらい、お茶を通じて町の特産物を学ぶとと
もに、互いに交流を深めることを目的に、中村英子
さん（棚橋）の茶園を借りて実施されました。
　この日は、児童らのほか、玉城町宮古の障害福
祉サービス事業所『南勢ワークセンター』の利用者
や職員計 13 人も参加。参加者らは、新緑のさわや
かな風を感じながら、黄緑色の新芽を一つひとつ丁
寧に摘み取りました。
　摘み取った茶葉は、中村さんの工場で製茶したあ
と、参加校や南勢ワークセンターに届けられました。

　去る 4 月 25 日、度会小学校 5 年生が棚橋地内の水田で、総合的
な学習の一環として、田植えの体験学習を行いました。
　この体験学習は、作付けから収穫までの米作りを体験し、地域の
産業である農業や食の大切さについて学ぼうと、山本充祇さん（棚橋）
をはじめ農家の皆さんの協力を得て毎年 5 年生が参加しています。
　山本さんから、苗の植え方や、注意する点などの説明を受けた児
童らは、靴を脱いで裸足になり泥の中へ。
　最初は、水田の泥に足がぬかるみ、「（足が）抜けやん」「（泥の感
触に）気持ち悪い」などと歓声を上げていた児童もすぐに慣れたよう
すで、山本さんや児童の祖父母、ボランティアの皆さんから手ほど
きを受けながら、水田に張られたロープに沿って、もち米の苗を一株
ずつ、心を込めて植えていきました。
　これから児童らは、夏場には苗の成長の観察、秋には稲刈り体験
をし、11月に小学校で開催される「度会フェスタ」でわら細工作り
やもちの振る舞いなどをする予定です。

　また、16 日には、度会中学校 2 年生の生徒 88
人が、大西保さん（度会町茶業組合長 / 棚橋）の
管理する茶園で新茶摘み体験と、大西さんの工場
で製茶の作業工程を見学しました。
　生徒らは、県職員から摘み方の説明を受けたあ
と、次々に新芽を摘み取り、茶摘み終了後には「度
会町ではいつの時代からお茶を栽培しているのか」
などと質問し、県職員から丁寧に教えてもらいまし
た。代表生徒は「自分たちの住む町の産業を知るこ
とができました」とお礼の言葉を述べました。
　これから生徒らは、これまでの学習や、茶摘み
体験を基に新聞を作ったり、自分たちで実際にお茶
を入れて飲んでみたりして、学習の幅を広げていく
予定です。
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度会中学校生徒会　義援金を町へ寄託

長原区『ふれあい農園』で地域交流

9 広報わたらい（2011年 6月号）

　去る 5 月16 日、度会中学校生徒会が町役場を訪
れ、東日本大震災被災地への義援金として 20,683
円を町へ寄託しました。
　義援金は、生徒会役員や代議員（クラス代表）が
中心となり『今、ここでわたしたちができることをやっ
ていこう』と、4 月 28 日から 5 月12 日までの朝の
会で集めたもので、生徒たちは積極的に募金をして
くれたとのことでした。
　この日、町長室を訪れた生徒会会長の西岡稜介さ
ん（3 年）、副会長の中西彩佳さん（3 年）は、それ

ぞれ「日本全体で助け合って、少しでも被災地の助けになりたい」「同じ年代でまだ学校に行けない人たち
がいる。この義援金で少しでも手助けになれば」と語ってくれました。
　町長は、生徒たちが自発的に募金活動をしたことをたたえ、生徒たちの思いが込められた義援金をしっ
かりと受け取りました。

　去る 5 月10 日、長原区の『ふれあい農園』で、区民
の皆さんがエンドウの収穫を行いました。
　この取り組みは、農地・水・環境保全向上対策事業
の地域交流事業として、5 年前から行われており、この
日は、老人会、幸せ会、営農組合の方を中心に 30 人
が参加しました。
　参加された皆さんは、和気あいあいと、慣れた手つ
きで次々に「さやエンドウ」「スナックエンドウ」「実エン
ドウ」と 3 種類のエンドウを摘み取り、わずか30 分ほ
どで 35kg のエンドウを収穫しました。
　また、5 月18 日には、同農園で、長原保育所園児らが参加し、エンドウの収穫体験も行われました。
　園児たちは、自分の身の丈ほどの所についたエンドウに手を伸ばし、「見て、ここにもある」「いっぱい採
れたよ」と歓声を上げ、そのようすに区民の皆さんは目を細めていました。
　この日採れたエンドウは、まんべんなく小分けされ、長原区の皆さんから長原保育所に届けられました。
　長原区ではこのほか、景観の保全・形成事業として、県道沿いに色とりどりの花を植え、道行く人たちの
目を楽しませたりもしています。



わたらいClose UpわたらいClose Up
のどかな田園風景に 芝桜満開

春の全国交通安全運動　交通安全キャンペーンを実施

広報わたらい（2011年 6月号） 10

　県道 22 号線伊勢南島線近くにある奥本
昌志さん（小川）所有の水田の斜面に、ピ
ンクや紫、白など色とりどりの芝桜が見事
に咲き誇りました。
　奥本さんが芝桜を植え始めたのは 10 年
前。毎年 6 月と秋ごろの年 2 回、少しず
つ芝桜を植え、現在では斜面一面を覆い
尽くすまでになり、芝桜で表現した町章の
｢わ｣ と ｢小川｣ の文字も見事に浮かび上
がり、道行く人の目を楽しませていました。
　奥本さんは芝桜を見つめながら「皆さん
に見てもらって少しでも喜んでもらえたら」
と少し照れたようすで話してくれました。
　今年は、気温の低い日が続き例年より咲
き具合が 1 週間ほど遅れましたが、例年 4
月中旬からゴールデンウィークにかけてが
見ごろだということです。

　去る 5 月 14 日、春の全国交通安全運動期間に合わせ、度会町交通安全協会が、交通安全キャン
ペーンを実施しました。
　この日は、同協会の代議員のほか、伊勢農協の職員がキャンペーンに参加し、役場前で出発式を
行ったあと、グッディ度会店、プライスカット度会店、コメリハード & グリーン度会店に分かれ、買い
物などに訪れた方に、チラシや啓発物品を配布し、『自転車の安全利用の推進』『全ての座席のシート
ベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底』『飲酒運転の根絶』などを呼びかけました。
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山下定一さん　農林水産大臣表彰を受賞

町猟友会　カラス・カワウの一斉駆除を実施

11 広報わたらい（2011年 6月号）

　去る 5 月 13 日、農業委員会委員の山下定一さ
ん（南中村）が、多年にわたってその職責を果たし、
また農業の発展と農業者の地位向上に寄与したと
して、農林水産大臣表彰を受賞されました。
　山下さんは、9 期 27 年にわたり農業委員会委員
を務められ、町の農地の保全や農業振興などにご
尽力されています。
　おめでとうございました。

　去る 5 月 22 日、早朝から
度会町猟友会（小岸政裕会長）
の会員 42 人の皆さんが、カラ
スやカワウの一斉駆除を実施
しました。
　鳥獣による農作物への被害を少しでも軽減しようと町や県の有害鳥獣捕獲許可のもとに実施され、この
日はカラス 20 羽、カワウ 2 羽を駆除しました。
　このほか、町猟友会の皆さんには、期間を定めてイノシシやシカ、サルなどの駆除にもご協力をいただ
いています。
　ありがとうございました。

平成２２年度　有害駆除実績
イノシシ １３２頭

シカ １４７頭
サル   ５１匹

カラス  ２３羽
カワウ  　３４羽　
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保
育
所
交
流
事
業

『
保
育
所
で
遊
び
ま
し
ょ
う
』
を

開
催

●
開
催
日
時

　

６
月
13
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
11
時

●
開
催
場
所

　

中
之
郷
保
育
所

●
対
象

　

�

保
育
所
未
入
所
児
と
そ
の
保
護

者
●
内
容

　

�

保
育
所
見
学
お
よ
び
園
児
と
の

交
流

●
定
員

　

20
組
（
先
着
順
）

●
申
込
期
間

　

６
月
６
日
（
月
）～
10
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
３

−

０
０
７
０

　

子
育
て
支
援
教
室

『
七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
』
を
開
催

●
開
催
日
時

　

６
月
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（
金
）

　

午
前
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分
～
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時
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分

●
開
催
場
所

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　

�

保
育
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に
行
っ
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な
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１
歳

以
上
の
お
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さ
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そ
の
保

護
者

●
内
容
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作
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や
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に
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す
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び

●
参
加
費

　

１
０
０
円

●
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員
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順
）

●
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６
月
６
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）
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ン
タ
ー

☎
６
３

−

０
０
７
０

お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
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３
Ｂ
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時

　

７
月
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日
（
金
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午
前
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時
～
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●
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午
前
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時
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町
子
育
て
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中
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３
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操

●
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人
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順
）
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あ
り

●
参
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無
料

●
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、
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�
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月
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町
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て
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☎
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−

０
０
７
０

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
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●
実
施
日

　

６
月
13
日
（
月
）

●
実
施
時
間
お
よ
び
場
所

・
午
前
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時
～
午
後
１
時

　

役
場
町
民
ホ
ー
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・
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後
２
時
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分
～
４
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グ
ッ
デ
ィ
度
会
店
（
大
野
木
）

●
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容

　

４
０
０
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献
血

�
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三
重
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安
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高
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０
０
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●
対
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者

・
体
重　

男
女
と
も
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㎏
以
上

・
年
齢　

男
性　
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～
69
歳

　
　
　

��

女
性　
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～
69
歳

※�

65
歳
以
上
の
方
の
献
血
に
つ
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は
、
健
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考
え
、
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～
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歳
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間
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献
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。

●
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先

　

役
場
福
祉
保
健
課

　
☎
６
２

−

１
１
１
２

町
立
学
校
の
参
観
を
ど
う
ぞ　
　

　

町
内
小
中
学
校
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
や
中
学
校
の
よ
う
す
、

子
ど
も
た
ち
の
よ
う
す
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
前
期
開
放
日
時

　

６
月
20
日
（
月
）
～
22
日
（
水
）

　

�

午
前
９
時
～
午
後
３
時
ま
で
随
時

※
た
だ
し
、
水
曜
日
は
正
午
ま
で

●
開
放
校

　

度
会
小
学
校
、
度
会
中
学
校

●
対
象
者

　

度
会
町
内
に
お
住
ま
い
の
成
人

●
そ
の
他

・�

駐
車
場
や
学
校
の
出
入
口
は
、
各

校
の
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

受
付
で
名
簿
に
氏
名
な
ど
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ
（
携
帯
電
話
を

含
む
）
に
よ
る
授
業
の
撮
影
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
☎
６
２

−

２
４
２
２
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子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
「
い
じ
め
」な
ど
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
相
談
、悩
み
や
疑
問
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
強
化
週
間

　

�

６
月
27
日（
月
）～
７
月
３
日（
日
）

●
受
付
時
間

　

�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
は
午
前

10
時
～
午
後
５
時
）

●
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０

−

０
０
７

−

１
１
０

　
　
（
全
国
共
通
・
無
料
）

●
問
合
先　

　

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
９

−

２
２
８

−

４
１
９
３

遊
水
プ
―
ル
鏡

監
視
員
な
ど
を
募
集
中

　
『
遊
水
プ
―
ル
鏡
』の
監
視
員
・

看
護
師
・
売
店
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

高
校
生
以
上
で
健
康
な
方

●
募
集
人
員

　

30
人
程
度

●
勤
務
期
間

　

�

６
月
26
日
（
日
）
～
９
月
４
日

（
日
）(

夏
休
み
ま
で
の
土
・
日

曜
日
、
夏
休
み
期
間
、
９
月
第

１
土
・
日
曜
日
）

●
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
募
集
職
種

　

�
プ
―
ル
監
視
員
・（
准
）看
護
師
・

売
店
ス
タ
ッ
フ

●
賃
金

　

�

時
給
７
８
０
円
～
（
高
校
生

７
２
０
円
～
）

※
資
格
・
経
験
手
当
あ
り

●
申
込
・
問
合
先

　

シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
株
）

　

四
日
市
営
業
所

　
☎
０
５
９

−
３
２
１

−

７
９
０
１

　

�

ま
た
は
、６
月
13
日
以
降
は
遊

水
プ
―
ル
・
鏡

　

☎
６
３

−

０
０
０
５

※�

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
で
す
。

※�

町
で
は
、本
年
度
の
プ
ー
ル
管

理
運
営
を
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ

（
株
）四
日
市
営
業
所
に
委
託
し

ま
し
た
。プ
―
ル
監
視
員
な
ど

は
、シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
株
）

四
日
市
営
業
所
の
採
用
と
な
り

ま
す
。

６
月
５
日(

日)

か
ら
11
日(

土)

は
危
険
物
安
全
週
間
で
す

　
　

　

気
温
が
高
く
な
る
夏
は
、石
油

類
の
蒸
気
が
発
生
し
や
す
く
、事

故
が
起
こ
り
や
す
い
時
季
で
す
。

　

自
動
車
な
ど
の
燃
料
は
、私
た

ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

大
変
便
利
な
も
の
で
す
が
、取
り

扱
い
を
誤
る
と
、火
災
や
爆
発
な

ど
重
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
高
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、危
険
物
を
取
り
扱
う

と
き
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま

し
ょ
う
。

●
問
合
先

　

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
２
５

−

１
２
６
３

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会
を
開
催

●
開
催
日
時

　

７
月
４
日
（
月
）

　

午
後
１
時
～
４
時

●
開
催
場
所

　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

●
定
員

　

２
０
０
人

●
講
習
区
分

　

給
油
取
扱
所

●
受
講
手
数
料

　

４
，７
０
０
円

※�

三
重
県
収
入
証
紙
で
額
面
４
，

７
０
０
円
を
受
講
書
に
貼
付

●
受
付
期
間

　

６
月
６
日
（
月
）～
17
日
（
金
）

●
受
講
申
請
書
な
ど
の
配
布
窓
口

　

�

受
講
申
請
書
の
用
紙
は
、最
寄

り
の
消
防
本
部
、三
重
県
防
災

危
機
管
理
部
消
防･

保
安
室
、各

県
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
（
社
）

三
重
県
危
険
物
安
全
協
会
で
交

付
す
る
も
の
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

※
受
講
希
望
者
に
交
付

●
申
込
・
問
合
先

　
（
社
）三
重
県
危
険
物
安
全
協
会

　
☎
０
５
９

−

２
２
６

−

８
３
７
８

　
消
防
設
備
士
試
験
を
開
催　
　

●
試
験
日
お
よ
び
受
付
期
間

�

甲
種
４
類

乙
種
１・
２・
３・
５
・
６
類

・
試
験
日

　

８
月
６
日
（
土
）

・
電
子
申
請
の
受
付
期
間

　

６
月
６
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

・
書
面
申
請
の
受
付
期
間

　

６
月
９
日
（
木
）
～
20
日
（
月
）

�

甲
種
特
・
１・
２・
３・
５
類

乙
種
４・
７
類

・
試
験
日

　

８
月
７
日
（
日
）

・
電
子
申
請
の
受
付
期
間

　

６
月
６
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

・
書
面
申
請
の
受
付
期
間

　

６
月
９
日
（
木
）
～
20
日
（
月
）

●
試
験
会
場

　

三
重
大
学
（
津
市
栗
真
町
）

●
願
書
の
配
布
場
所

・
県
内
各
消
防
本
部
・
消
防
署

・�

県
内
各
県
民
セ
ン
タ
ー
防
災
室

・�

三
重
県
防
災
危
機
管
理
部
消
防
・

保
安
室

・�（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

三
重
県
支
部

●
問
合
先

　

�（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

三
重
県
支
部

　
☎
０
５
９

−

２
２
６

−

８
９
３
０
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『
三
重
県
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助

者
養
成
研
修
会
』
を
開
講

　

盲
ろ
う
者
の
自
立
と
社
会
参
加

を
図
る
た
め
、『
盲
ろ
う
者
通
訳
・

介
助
者
養
成
研
修
会
』を
開
講
し

ま
す
。

●
開
催
日
程　
※
全
６
回

　

①
９
月
４
日
（
日
）

　

②
９
月
11
日
（
日
）

　

③
９
月
25
日
（
日
）

　

④
10
月
２
日
（
日
）

　

⑤
10
月
９
日
（
日
）

　

⑥
10
月
30
日
（
日
）

●
開
催
場
所

　

�

三
重
県
身
体
障
害
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
（
津
市
一

身
田
大
古
曽
）

●
受
講
対
象

　

�

県
内
在
住
者
で
、盲
ろ
う
者
福

祉
に
熱
意
・
情
熱
が
あ
り
、全
日

程
を
必
ず
出
席
で
き
る
方

●
定
員

　

20
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
受
講
料

　

２
，０
０
０
円

●
申
込
期
間

　

�

６
月
10
日
（
金
）～
７
月
10
日
（
日
）

※
７
月
11
日
必
着

　

�

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

　

�（
社
）三
重
県
身
体
障
害
者
福
祉

連
合
会

　
☎
０
５
９

−

２
３
２

−

６
８
０
３

　
身
体
障
が
い
者
補
助
犬
の
貸
与
者

を
募
集

　

障
が
い
者
の
就
労
な
ど
社
会
参

加
を
推
進
す
る
た
め
、身
体
障
が

い
者
補
助
犬
を
貸
与
し
ま
す
。

●
貸
与
の
対
象
者

　

�

障
が
い
者
で
あ
っ
て
、身
体
障

が
い
者
補
助
犬
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
就
労
な
ど
社
会
活
動

へ
の
参
加
に
効
果
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
方

※�

詳
細
は
当
該
事
業
実
施
方
法
の

定
め
に
よ
る

●
募
集
期
間

　

�

６
月
１
日
（
水
）～
８
月
31
日
（
水
）

　

�

そ
の
他
、詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

　

�（
社
）三
重
県
身
体
障
害
者
福
祉

連
合
会

　
☎
０
５
９

−

２
３
２

−

６
８
０
３

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講

習
会
（
初
級
）
を
開
催

　
　
　

　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
を
図
る
た

め
、『
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養

成
講
習
会
』を
開
催
し
ま
す
。

●
研
修
内
容

　

�

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

講
義
と
実
技

●
研
修
期
間

　

�

７
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）・

23
日
（
土
）の
合
計
３
日
間

●
研
修
会
場

　

�

三
重
県
身
体
障
害
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー（
津
市
一
身
田
大
古
曽
）

●
受
講
対
象
者

　

�

三
重
県
内
に
在
住
ま
た
は
在

学
・
在
勤
す
る
18
歳
以
上
の
方

で
、３
日
間
の
全
研
修
課
程
を

履
修
可
能
な
方

●
受
講
料

　

４
，０
０
０
円

　

�（
テ
キ
ス
ト
代
２
，５
０
０
円
と

競
技
規
則
集
１
，５
０
０
円
）

●
定
員

　

60
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

●
申
込
期
限

　

６
月
17
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

　

�

三
重
県
身
体
障
害
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９

−

２
３
１

−

０
１
５
５

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
演
会
を

開
催　
　
　

●
開
催
日
時

　

７
月
８
日
（
金
）

　

午
後
７
時
（
開
場
）

　

午
後
７
時
10
分
（
開
演
）

●
開
催
場
所

　

�

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
い
せ
ト
ピ
ア
）多
目
的
ホ
ー
ル

●
講
演
内
容

　

�「
あ
る
町
の
安
全
と
安
心
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」

●
定
員

　

４
０
０
人

●
問
合
先

　

伊
勢
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
２
０

−

０
１
１
０

放
送
大
学
学
生
を
募
集　
　

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
入
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
期
間

　
�

６
月
１
日
（
水
）
～
８
月
31
日（
水
）

●
申
込
・
問
合
先

　

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９

−

２
３
３

−

１
１
７
０

着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
参
加
者
募
集

●
開
催
日
時

　

�

７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
２

コ
ー
ス
開
催

　

①
コ
ー
ス　

第
１
、３
木
曜
日

　

②
コ
ー
ス　

第
２
、４
木
曜
日

　

共
に
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
開
催
場
所

　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
持
参
す
る
も
の

　

�

裁
縫
道
具
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン

●
定
員

　

各
コ
ー
ス
10
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
参
加
費

　

１
，
０
０
０
円

●
申
込
方
法

　

�

往
復
は
が
き
に
希
望
す
る
コ
ー

ス
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
郵
送

●
申
込
締
切
日

　

６
月
17
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

●
抽
選
日

　

�

６
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時
か

ら
公
開
抽
選

※
初
め
て
参
加
す
る
方
の
み

●
申
込
・
問
合
先

　

〒
５
１
５

−

０
５
０
５

　

伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

��

☎
３
８

−

２
８
０
０
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三
重
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
認
定
試
験
を
実
施

●
試
験
日
時

　

12
月
13
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～

●
試
験
会
場

　

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

●
申
込
期
間

　

�

７
月
１
日（
金
）～
８
月
22
日（
月
）

（
当
日
消
印
有
効
）

※�

詳
し
く
は
、（
財
）三
重
県
下
水

道
公
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

�http://w
w
w
.m
ie-kousha.

or.jp/

●
問
合
先

　

三
重
県
下
水
道
公
社

　

�

出
雲
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー　

排
水
設
備
担
当

　

☎
０
５
９

−

２
３
５

−

２
０
３
０

高
所
作
業
車
運
転
技
能
講
習
会
を
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東北地方太平洋沖地震　�義援金の受付を延長／人的支援として
町職員を派遣

　町では、東北地方太平洋沖地震で被災された方々への継続的な復興支援が必要で
あることから、義援金の受付を延長しています。
　皆さんの温かいご支援をお願いします。　

●義援金の集計結果（4 月 28 日現在）
　総額　6,635,997 円
　�（内訳）●個人・企業・団体等� 4,942,233 円
　　　　　●町議会・町職員等� 693,764 円
　　　　　●町� 1,000,000 円
　※�義援金については随時、日本赤十字社へ送金し

ています。

●派遣職員
　福祉保健課
　福田幸代（保健師）

　被災地への人的支援として、職員（保健師）１名を派遣
しました。

●受付（延長）期間
　5 月 2 日（月）～ 9 月 30 日（金）
●受付場所
　役場または義援金受付口座への振込
●受付口座
　①伊勢農業協同組合度会支店
　　口座種類・番号
　　　普通　0025243
　　口座名義
　　　度会町東北関東地震義援金
　②郵便振替口座
　　口座番号
　　　00840-8-182649
　　口座名義
　　　度会町役場
　　※�通信欄に『度会町東北関東地震義援金』

と記入してください。

義援金
受付

人的支援
問合先

役場総務課
☎６２-１１１１

●派遣先
　岩手県陸前高田市

●派遣期間
　5月23日（月）～27日（金）
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保健情報
問合先　町保健センター
　　　　☎ 62-1112

まで

子育て
支援情報
子育て
支援情報
問合先  町地域交流セ

ンター    ☎63-0070

　　　  または役場福
祉保健課 ☎62-1112

バザールわたらい産直市 6 月の町税 障害者相談支援センター
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子育て支援センターではメールでの相談も受け付けています
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

遊・友・YOU くらぶ

わたっこ広場開放 地区巡回広場わたぼうし

7 月 13 日（水）ひよこグループ
7 月 14 日（木）うさぎグループ
時間：�午前 10時 30分～�

正午ごろ
場所：町子育て支援センター
　　　※初回のみ要申込み

月曜日～金曜日
時間：午前 9時 30分～
　　　午後 2時 30分
場所：町子育て支援センター
対象：�保育所に行っていない

お子さん
※�多目的ホールが事業で使用
できないときは、創作活動
室をご利用ください。

7 月 7 日（木）
町地域福祉センター 一之瀬支所

7 月 28 日（木）
　麻加江生活改善センター
時間：午前 10時～
　　　11時 30分ごろ
内容：�保育士による手遊び、

自由遊びなど
対象：�保育所に行っていない

お子さん

3 歳６か月児健診

乳児健診 育児相談
（保健相談および栄養相談）

7 月 20 日（水）
受付：午後 0時 30分～
　　　0時 45分
場所：町保健センター
対象：�平成19年11月・12月

生まれのお子さん

7 月 20 日（水）
受付：午後 1時 00分～
　　　1時 20分
場所：町保健センター
対象：
・2か月児健診
　���平成 23 年 5 月生まれの　
お子さん

・７か月児健診
　�平成 22年 12月生まれの　
お子さん

7 月 1日（金）
受付：午前 10時～ 11時
場所：町地域交流センター
対象：�0 歳から 6 歳までの　

お子さん

地元産の新鮮な野菜やお
茶、手作りお菓子、漬け物
などを販売しています。
多数のご来店をお待ちして
います。

町県民税　　　第１期
国民健康保険税　第2期

『ブレス』巡回相談

●開催日時　
　毎週日曜日�午前9時～11時
●開催場所
　宮リバー度会パーク
　バザールわたらい
●問合先
　役場産業振興課�☎62-2416

※�口座振替日は、6月27日（月）
です。預貯金残高の確認を
お願いします。

●開催日時　
　6月 3日（金）・17日（金）
　午前 10時～午後 4時
●開催場所
　役場 1階第 1会議室
●申込・問合先
　役場福祉保健課
　☎ 62-2413　または
　伊勢・度会地区障害者相談
　支援センター『ブレス』
　☎ 20-6525
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■度会町役場
　開庁時間�am8：30～pm5：15��
　※昼の休憩時間は2班交代制での執務
　※各課直通電話をご利用ください。

　●総務課�……………（代）62-1111
　・行政係
　・財政係
　●政策調整室�……………62-2423
　●税務住民課
　・戸籍住民係……………62-2411
　・年金保険係……………62-2411
　・住民税係………………62-2414
　・資産税係………………62-2414
　●福祉保健課
　・福祉係…………………62-2413
　・支援係
　　（地域包括支援センター）�……62-1118
　・保健係（保健センター）�…62-1112
　●生活環境課�……………62-2415

　●建設課�…………………62-2420
　●産業振興課
　・農林係…………………62-2416
　・振興係…………………62-2416
　●出納室�…………………62-2410
　●議会事務局�……………62-1113
　●教育委員会事務局
　・学校教育係……………62-2422
　・社会教育係……………62-2422
　●夜間・休日宿日直室�…62-1114
■保育所
　●棚橋保育所�……………62-0074
　●長原保育所�……………64-0022
　●中之郷保育所�…………62-0070
■地域交流センター………63-0070
■社会福祉協議会…………62-1117
■わたらい緑清苑…………62-2200
■美化センター……………62-0249
■中央公民館………………62-1588
■度会小学校………………62-0004
■度会中学校………………62-0194
■バザールわたらい………63-0333

おめでた
4 月中に届出のあった方（敬称略）
	 子の名前	 保護者名	 字　名

福井 花
か な

菜 重信 大野木
上村 麻

ま ゆ
友 高生 大野木

中西 勇
ゆ う と

登 孝朗 平　生

おくやみ

Life Guide

4 月中に届出のあった方（敬称略）
	 名　前	 年	齢	 字　名

  葊　 愛子  76 注連指
  山本 晃  70  大久保 
  岡村 末吉  91 棚　橋
  山下 ユキヱ  89 大野木
  小林 勘次  90 葛　原
  中野 篤  80 中之郷
  西岡 恒三  82 和井野

　手作り弁当を持って森林浴に出かけましょう。お弁当の詰め方は、主食
（ごはんもの）3、主菜（たんぱく質のおかず）1、副菜（野菜のおかず）
2 の割合で詰めると栄養のバランスが良くなります。また、この割合で詰
めると容積とエネルギー量がほぼ同じになります。例えば、500ml のお
弁当なら約 500kcal です。

ごはん（米 2 合分） … 700g
酢……………………… 大さじ 5
砂糖 ………………… 大さじ 4
塩……………………… 小さじ 2 分の 1
ゆかり ………………… 小さじ 1
えび …………………… 4 尾
青しそ ………………… 4 枚
鶏ミンチ ……………… 40g
砂糖 ………………… 大さじ 1
しょうゆ ……………… 小さじ 1と 2 分の 1
みりん ………………… 小さじ 1
グリーンアスパラ …… 2 本

①�炊きたてのごはんにＡの合わせ酢を混ぜ、半分に分けて、片方に
はさらにゆかりを混ぜる。

②えびはゆでて殻をむき、縦半分に切る。青しそも縦半分に切る。
③�鶏ミンチと B を小鍋に入れ、菜箸でよく混ぜながら煮てそぼろを
作る。

④�グリーンアスパラは、はかまを取り、固い部分を切り落とし、ゆ
でて縦半分に切ってから斜めに４等分する。

⑤�巻きすにラップを敷き、②のえびと青しそを交互に置き、ゆかり
のごはんをのせ、ラップの両端をひねり、細長く巻く（４本作る）。
同様に、③のそぼろと④のグリーンアスパラを交互に置き、寿司
飯をのせて細長く巻く（４本作る）。

　春の行楽弁当にどうぞ   ロール寿司２種　

材料（４人分）

作り方

シリーズ
今夜の夕食
シリーズ
今夜の夕食

度会町食生活改善推進協議会

A

B
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町内各保育所　避難訓練を実施
　去る4月22日、町内の各保育所で、地震と
火事を想定した避難訓練が行われました。
　長原保育所では園児30人が先生の部屋
に集まり、紙芝居を見て、どうして避難訓

練をするのかを学び、また地震と火事の際のベルの違い
と、地震のときは『防災頭巾をかぶって机の下へ隠れるこ
と』、火事のときは『ハンカチで口を押さえトウシューズ
を履いたまま外へ逃げること』などを教わりました。
　園児たちはそれぞれの部屋に戻ったあと、地震のベル
で防災頭巾をかぶり、小さい体を机の下へもぐり込ませ、
火災のベルではハンカチでしっかりと口を押さえて、運
動場へ避難することができました。

今月の
表紙

a Person of Shining Watarai

第108人目

発行／度会町役場
編集／�総務課�

三重県度会郡度会町棚橋 1215-1�
TEL�0596-62-1111��FAX�0596-62-1647�
E-mail：somu@town.watarai.lg.jp

将来の夢は

　先月は、突然の雨とびっくりす
るような雷が鳴り響いた日がありました

が、新緑のさわやかな風が吹き、5月らしく穏やかな日
が続きました。
　そんな日和の中、田植えや茶摘み、エンドウの収穫
と、子どもたちの体験学習をたくさん取材させていた
だきました。これらの体験学習はすべて地域の方の厚
意や協力があってこそできることであり、学校や保育
所、地域が一つになり子どもたちを育んでいることを肌
で感じました。
　また、『輝け！わたらい人』に掲載しました田辺正峰さ
ん。田辺さんは、とても真面目な人柄で、4、5月と2度
にわたり大阪から帰省。町役場を訪問し、自分たちの
活動を熱心に語ってくれました。
　このように町内外で、『わたらい人』が活躍している
姿を少しでも皆さんに伝えることできたらと思います。

編 集 後 記

町のうごき
平成23年4月30日現在
(　) 内は前月比

■�人�口
  男……… 4,322 ( － 3) 人
 女……… 4,621 ( ＋ 2) 人
   計……… 8,943 ( － 1) 人
  世帯数… 2,822 ( ± 0) 世帯

   出生…………………  3 人
  死亡…………………  9 人
転入…………………22 人
 転出…………………17 人

度会町

田
た

辺
な べ

 正
ま さ

峰
ほ

さん
（大阪市／長原出身）30歳

「大阪籠球会」とは
“バスケを前へ”を合言葉に、バスケ馬鹿たちが集
まりました。新しいバスケットボールの楽しみ方を
提案し、子どもに夢を、大人に生涯スポーツを与え、
バスケットボールの成長・文化的定着を目指して
います。また「魅せるバスケ」を追求し、関西を代表す
るバスケットボールエンターテインメント集団です。
��HP���http://www.club-s.jp/ork/

今、僕たちが、バスケができること
「東日本大震災」を受け、大阪籠球会メンバーで何かで
きることはないかと話し合い、チャリティーイベント
「BASKE祭」を開催することになりました。

大阪籠球会が主体となり「音楽とバスケ」を融合させた
エンターテインメントです。ぜひ見に来てください。

いつかは生まれ育った町である度会町に戻り、
大阪で培った経験を生かして、子どもたちに
バスケの楽しさや魅力を教えたいです。

　関西初のフリースタイル
バスケチーム「大阪籠球会」
のキャプテンを務める田辺
正峰さん。
　田辺さんは、度会中学校で
バスケを始め、高校を卒業す
るまでバスケに明け暮れて
いました。
　高校卒業後、単身大阪へ。
６年間、会社員として勤め
ていましたが、もっとバス
ケに関わりたいと思い退職
し、現在は柔道整復師の資
格を取得し、整骨院に勤務
しながら「大阪籠球会」の活動をしています。

BASKE祭2011
ひとつになるために ～ For Us For You ～
日　時�2011.8.21（日）��午後1時開場
場　所�なんばHatch　主　催�BASKE祭実行委員会
問合先�TEL�06 -6536 -1630
��HP� http://www.basukematsuri.ccm/
�Blog� http://ameblo.jp/basuke-matsuri/


